
Yamaguchi  Prefecture 

小さな現場でこそ光る
建設維新ICT3.0

山口県 土木建築部

技術管理課 建設DX推進班
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20260116_かながわ建設DXセミナー2025@横浜市開港記念会館



山口県が目指しているのはIT化やデジタル化ではなくDX
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【例】おじいちゃん・おばあちゃんに孫の写真を見せる

カメラ フィルム 暗室 焼付 郵送 相手が見る

撮影 インターネット 相手が見る

IT化：一つひとつのプロセスをデジタル化
いつまで経っても、下のフローにはたどり着けない

DX：プロセスそのものを変容・変革させる「全体最適化」



2Dは頭の中で3Dを組み立てる高度な作業
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建設DX推進班の歴史

7

2022.4 建設DX推進班誕生

2023.2 山口県建設DX推進計画(第零版)公表

2017 ICT活用工事の試行開始

2019 建設ICTビジネスメッセの開催 令和2年度i-Construction大賞（地方公共団体等の取組部門）優秀賞

2020 遠隔臨場の開始

2021 BIM/CIMの試行開始・Instagram「やまぐちの土木建築」運用開始

2018 情報共有システムの試行開始

2022.12 AIによる小規模橋梁等の点検・診断支援システムの構築 第7回インフラメンテナンス大賞 優秀賞

2022.8 山口県建設DX推進連絡協議会発足

2023.4 建設発生土マッチングシステムの運用開始

2024.1 山口県建設DX推進計画(第壱版)公表

2022.5 山口県土木建築部公式YouTubeチャンネル運用開始・オンライン電子納品の試行開始

2024.2 建設産業魅力発信ポータルサイト「やま建Navi」運用開始

2022.10 3次元点群データのオープンデータを開始

2022.11 UAVやまけんカップの開催

2025.1 山口県建設DX推進計画(第弐版)公表

2025.3 いんふらまるごとマネジメント運用開始

2023.5 RPAの試行開始

2023.10 やまぐち建設FES!の開催

2024.7 i-Conフェア山口2024～極みの一歩体験会～の開催

2024.10 ICT活用工事の本格運用を開始

2025.4 BIM/CIMの本格運用を開始

2026.1 山口県建設DX推進計画(第参版)公表

2025.10 オンライン電子納品・情報共有システムの原則活用開始

2026.4 フラNaviの運用開始（予定）

2025.12 令和7年度インフラDX大賞（地方公共団体等の取組部門）優秀賞
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山口県の建設DXの方針

意思決定 意識改革 本格推進 拡大・実現

山口県土木建築部は

トップダウン
で推進しています

■ビジョン・戦略策定
→山口県建設DX推進計画

■トップダウンの意思決定
→土木建築部長からの

強いメッセージ

■推進体制の整備
→建設DX推進班の設置

■ペーパーレスの推進
→まずは技術管理課で実現

■一人ひとりの意識改革
→土木建築部の一人ひとり

の意識改革を促す5つの柱

■成功事例の創出
→働きがいのある技術管理課

の先駆的な取組

■データ活用のシステム構築
→いんふらまるごと

マネジメントの公開

■業務プロセスの見直し
→業務情報の見える化
→意思決定の迅速化

■新たな価値を生むデータ活用
(例)ICT活用工事・BIM/CIM推進

3次元点群データ等の利活用
■新たな価値の創出

→産学が大胆な投資・意思
決定ができる下地を形成

■全体への変革の展開
→土木建築部内での展開
→SNSで積極的に広報
→講演会でのアピール

山口県土木建築部は、常に前に進めている訳ではなく3歩進んで、2歩下がるの繰り返しです

■建設DXのゴールは「常に変わり続けること」
建設DXに終わりがない理由は「新しい技術が次々に生まれる」「社会や働き方が変化し続ける」「課題は時間とともに変わる」

からです。今、最適と思われる仕組みも、数年後にはもっと良い方法が出てくるかもしれません。
建設DXはプロジェクトではなく「文化」。常に改善を続ける「文化」をつくることができれば建設DX推進班は解散します。



Yamaguchi  Prefecture 

2023年2月(第零版)
2024年1月(第壱版)
2025年1月(第弐版)
2026年1月(第参版)

山口県土木建築部

土木建築部YouTubeチャンネルで動画を公開しています

山口県建設DX推進計画はこちらから

最新(予定)

9



山口県建設DX推進計画(第参版)の方向性

✓ これまでも取り組んできた、地域インフラ群再生戦略マネジメン
ト（群マネ）の考え方を更に加速させることや、新しいデジタル
技術や国･他県の取組成果等を取り込む

 ⇒ 具体的な取組を追加・ロードマップの見直し

✓ これまでの取組の内、可能なものは、深化・加速化を行い、必要
なものは、さらなる検討を行う

 ⇒ ロードマップを見直し

本県の建設DXをさらに推進していくため、
デジタル技術の進展や建設産業のニーズ等を踏まえ、
以下の視点で具体的な取組の充実を図る。
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（深化・発展）地域インフラ群再生戦略マネジメント

インフラの老朽化と人手不足が同時に進行する中で、これまでの制度と習慣では限界が見えつつある
ことから、山口県の建設DXにおいても、令和7年10月に国土交通省から示された「地域インフラ群再生
戦略マネジメント」の考えを記載し、取組を更に加速させる。（推進計画第参版に追記）
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基本姿勢

基本姿勢

Think outside the box 

Don’t be afraid to fail

関係者と連携
して取り組む

既成概念に
とらわれない

work in partnership

失敗を恐れない

お役所といえば前例踏襲
これを

Transformation！
お役所と言えば

石橋を叩いて渡らない
これを

Transformation！

お役所といえば縦割行政
これを

Transformation！
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丁張に
合わせて施工

管理

～2024(令和6年度) 2025(令和7年度) 2026(令和8年度) 2027(令和9年度) 2028(令和10年度)～

概 要
・中長期的な建設現場の担い手不足に対応するため、建設工事にICTを導入し、建設現場における生産
性の向上を図る。

・ICT活用工事を普及させるため、試行要領の作成やイベント及びセミナーの開催等を積極的に行う。

Before (現状・課題) After (効果)

2019：建設ICTビジネスメッセの開催
2024：i-Conフェアin山口の開催

生産性の向上！安全性の向上！魅力の向上！

2017：ICT活用工事の開始
2024：発注者指定型の開始

2020：建設維新ICTセミナーの開催
2023：小規模現場向け建設維新ICTセミナーの開催

生産性の低下！危険な作業が発生！魅力の低下！

UAV測量
小規模現場の
ワンマン測量

3次元モデルか
ら施工数量を
自動算出
4次元モデルも
活用推進

丁張作業を省略

ICT機器を活用
した出来形管理

オンライン検
査・電子納品

測量 設計 施工 納品

管理

測量 設計 施工 納品

複数人で測量
を実施

2次元の設計図
から施工数量
を算出

検測と施工を
繰り返す

書類検査・書
類及びCDRや
DVDでの納品

➊-1：建設維新ICT×建設工事 具体的な取組の目次に戻る

2020：ICT相談会の実施
2023：私たちはできる型の実施

・発注者指定型の拡大

・建設維新ICTの内製化促進

・建設維新ICTセミナー3.0の開催

・経営者向け普及促進動画の公開 13



建設維新ICTの2つの大きな課題

2022.4 建設DX推進班誕生

2023.2 山口県建設DX推進計画(第零版)公表

2017.7 建設維新ICT活用工事の試行開始

2019.11 建設ICTビジネスメッセの開催

2020.10～ 建設維新ICTセミナー1.0の開催

2021.４ Instagram「やまぐちの土木建築」運用開始

2022.8 山口県建設DX推進連絡協議会発足

2021.5 ICT法面工の追加

2024.1 山口県建設DX推進計画(第壱版)公表

2022.5 山口県土木建築部公式YouTubeチャンネル運用開始

2023.7～ 建設維新ICTセミナー2.0の開催（小規模現場向け）

2025.1 山口県建設DX推進計画(第弐版)公表

2024.7 i-Conフェア山口2024～極みの一歩体験会～の開催

2024.10 建設維新ICT活用工事の本格運用を開始

2020.5 建設維新ICT土工に付帯構造物設置工を追加，建設維新ICT舗装工・建設維新ICT河川浚渫の追加

2021.3 令和2年度i-Construction大賞 地方公共団体等の取組部門 優秀賞を受賞

2021.10 ICT舗装工の追加

2022.10 ICT土工に小規模土工を追加（小規模現場の適用除外を削除）

2023.10～ 私たちはできる型Ⅰの開始

2024.5～ 私たちはできる型Ⅱ・Ⅲの開始

B～Dランクの
取組が増加

取組の成果
が出てきた?

2025.10 発注者指定型の工種（路盤工事）を追加

建設産業の2つの大きな課題

❶労働生産性が低い 労働による成果（付加価値）

労働投入量（従業員数or時間当たりの労働量）

❷イメージが良くない

❶ICT活用工事の中心軸の誤解

国交省は未来に向け
て突き進んでもらい
山口県は建設産業を
足元から支えます！

生産性向上の中心軸は
③ICT建機による施工ではなく②3次元設計データの作成
優先度は②→④出来形管理＝⑤納品→①起工測量→③

❷外注過多と多重下請構造
内製化をすることによる効果
■施工と同時に作業の合間での計測が可能となり、

測量の為の施工の待機時間が削減
■3次元測量データの編集作業などを内製化で分担

することで、現場管理に集中
■自社人材を確保することで、ICT施工に必要なノウハウを獲得

(旧)3K (新)3K

きつい きたない きけん

給料
が良い

休暇
が取れる

希望
が持てる

これまでの建設維新ICTの取組から見えた課題
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2026.1 山口県建設DX推進計画(第参版)公表

2025.12 令和7年度インフラDX大賞 地方公共団体等の取組部門 優秀賞を受賞

2025.6 建設維新ICTセミナー3.0の開催（もっと小規模現場向け）



山口県のICT活用工事の要領の変遷
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平成２９年 ７月 １日 ICT土工の開始 （特記仕様書と履行証明書のルール適用開始）

令和 ２年 ５月 １日 ICT土工に付帯構造物設置工を追加 ICT舗装工・ICT河川浚渫の追加

令和 ２年１０月 １日 国の積算要領の変更による改正

令和 ３年 ５月 １日 ICT法面工の追加

令和 ３年１０月 １日 ICT舗装工（修繕工）の追加 （履行証明書のシステム出力開始）

令和 ４年１０月 １日 ICT土工に小規模土工を追加
県の積算要領を廃止 入札公告への明記を廃止
ICT河川浚渫→ICT河川浚渫工への名称変更
ICT舗装工（修繕工）→ICT舗装工への名称変更

令和 ５年 ５月 １日 特記仕様書及び履行証明書の廃止
３次元起工測量・３次元設計データの作成費用積上げの補足を追記

令和 ６年１０月 １日 試行から実施への変更
発注者指定型の導入
国が基準を持つ全工種を対象に
オンライン電子納品の必須化

令和 ７年１０月 １日 発注者指定型に路盤工事（ICT舗装工）を追加



建設維新ICTの3つの大きな課題

❶ ICT活用工事の中心軸の誤解

❷ 外注過多と多重下請構造

❸ 行政エンジニ屋の意識

16



課題❶中心軸の誤解

ICT活用工事における生産性向上の中心軸は③ICT建機による施工ではなく
②3次元設計データの作成です

重要度の順位をつけるとすれば… ②→④＝⑤→①→③です！

生産性が上がらな
いのであれば、ICT
建機を使用しなくて
も問題ありません。

全ての2次元図
面を3次元化する
必要はありません。

活用する部分のみ
の作成でよく、Excel
で作成した簡易なも
のでも構いません。
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ICT土工・ICT舗装工（路盤工）のパターン

①3次元起工測量 ②3次元設計データ作成 ③ICT建機による施工 ④3次元出来形管理 ⑤3次元データの納品

❶全部活用 面計測 見積
施工用・施
工管理用

見積 ICT施工 ICT積算 面管理 ICT率補正 電子納品 補正なし

❷全部活用
（起工測量なし）

データ流用
(※)

計上なし
施工用・施
工管理用

見積 ICT施工 ICT積算 面管理 ICT率補正 電子納品 補正なし

❸全部活用
（ICT建機施工なし）

面計測 見積
施工用・施
工管理用

見積
現場条件により

従来施工(※)
従来積算 面管理 ICT率補正 電子納品 補正なし

❹全部活用
（出来形を断面管理）

面計測 見積
施工用・施
工管理用

見積 ICT施工 ICT積算
現場条件により

断面管理(※)
補正なし 電子納品 補正なし

❺部分活用 従来計測 計上なし
施工用・施
工管理用

見積 従来施工 従来積算 面管理 ICT率補正 電子納品 補正なし

❻部分活用
（断面管理）

従来計測 計上なし
施工用・施
工管理用

見積 従来施工 従来積算
現場条件により

断面管理(※)
補正なし 電子納品 補正なし

❼部分活用
（測量実施）

面計測 見積
施工用・施
工管理用

見積 従来施工 従来積算 面管理 ICT率補正 電子納品 補正なし

❽部分活用
（測量実施・断面管理）

面計測 見積
施工用・施
工管理用

見積 従来施工 従来積算
現場条件により

断面管理(※)
補正なし 電子納品 補正なし

❾部分活用
（建機使用）

従来計測 計上なし
施工用・施
工管理用

見積 ICT施工 ICT積算 面管理 ICT率補正 電子納品 補正なし

❿部分活用
（建機使用・断面管理）

従来計測 計上なし
施工用・施
工管理用

見積 ICT施工 ICT積算
現場条件により

断面管理(※)
補正なし 電子納品 補正なし

※❷:前工区で取得済、BIM/CIM対象工事等により測量済の場合
※❸:岩掘削等、現場条件によりICT建機が使用できない場合
※❹:積雪等、現場条件により面管理ができない場合

※④:土工1000m3未満の場合、面管理を必須としないためICT率補正は計上しない
※施工履歴データを用いた出来形管理を実施した場合は、ICT建機で経費を加算しているため率補正はしない
※ICT率補正は見積額との比較により採用する（見積の提出がない場合はICT率補正をしない） 18
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例えば・・・

このような現場なら… 使用するICT機器はこれだけで十分
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・3次元測量や設計データ作成費は見積に計上されるため、外注費に元請業者の利益が上乗せされ、費用請求が割高になる
・ICT活用工事を円滑に進められる会社が限られているため、業務が集中し、外注費用が高騰する
・費用が増加すると、国発注工事に比べて規模が小さい県発注工事では、ICT導入によるコスト増の割合が相対的に大きくなる
・その結果、県発注工事では発注者がICT活用の導入に消極的になり、県民への説明も難しくなる

課題❷外注過多

20

外注が増えると何が問題?

・ICT活用工事を自社で円滑に進められる建設会社が限られている
・特定の外注先に業務が集中し、処理が滞りがちになる
・3次元測量のわずかな追加や設計データの簡単な修正であっても、外注先のスケジュールに左右される
・本来メリットであるはずの工期短縮が、逆に遅延につながる場合がある

・国交省発注の工事では、受注した元請業者の多くは、ICT関連の作業（3次元測量や設計データ作成など）を外注している。
・外注することで、元請業者は自ら新しい取組みに挑戦する必要がなく、現場の業務が大幅に簡素化される。

→ このため、現場責任者からはICT活用工事が歓迎されている。
・また、3次元測量や設計データ作成費は見積計上されているため、外注しても元請業者は十分な利益を確保できる。

なぜ、外注が増えている?

現場の待ち時間の増

3次元測量・3次元設計データ作成費の増

中小規模の建設会社と付き合いの多い山口県は、
外注過多とならないような取組みをする必要あり！ 20



課題❷外注依存から内製化へ

測量 施工 測量 施工 測量

測量 施工 測量 施工 測量調整 調整

測量
施工

測量

従来施工

ICT施工
（外注時）

ICT施工
（内製化）

現場作業部分を内製化
で省人化と工程削減の両立可能

（イメージ）3次元測量と3次元設計データ作成を内製化するとこうなります！（たぶん）

ICTの導入で測量や施工の省力化は進むが…
自社で調整できないため、結局、トータルでの省力化が進まない

■測量のタイミングを自社で実施することで、施工と同時に作業の合間での計測が可能となり、測量の為の施工の待機時間が削減
■3次元測量データの編集作業などを内製化で分担することで、現場管理に集中できる
■自社人材を確保することで、ICT施工に必要な3次元設計データからBIM/CIMにつながるデータ作成まで対応できるノウハウを獲得

内製化をすることによる効果

※分業が適することもありますので、全ての外注が好ましくないと言っている訳ではありません。
※調整が必要ない外注の形を模索するという手もあります。

と、言うことは…

3次元設計データの内製化の次ステップは、ICT建機による施工ではなく、3次元点群データ利活用の内製化です！ 21

測量



課題❸発注者の奮起に向けてのメッセージ

5つの施工段階

3次元
起工測量

3次元設計
データ作成

ICT建設機械による
施工

3次元出来形管理等
の施工管理

3次元データの納品

発注者にとっての主なメリット

□現場確認の回数が減る（高精度な点群データがあれば手元に現場があるようなもの）
□測量結果のチェックがしやすい（3次元データを画面上で確認できる）
□測量成果の理解が簡単（2次元図面ではイメージしづらい地形も3次元データなら直観で理解）
□危険な現場での立ち合いが不要（急斜面や河川敷など、危険な場所での測量立ち合いを減らせる）

□関係者との打合せが楽になる（3次元モデルを使うことで合意形成がスムーズ）
□設計ミスの早期発見ができる（施工前にチェックができるので、手戻りが減る）
□住民説明で説得しやすい（3次元イメージを使って説明できるので住民からの理解を得やすい）
□施工の品質が向上する（データに基づいた2次製品の据付ができるため、現場の品質が向上する）

□一定の品質が確保できる（ICT建機が自動で精度の高い施工を行う）
□施工の進捗が把握しやすい（現場に行かなくてもデータで施工状況の確認ができる）
□トラブル対応の時間が短縮される（施工期間が短くなるため、調整や手戻りが少なくなる）
□不正防止につながる（施工データが記録されるため、出来形のごまかしが難しくなる）

□現場での出来形確認が簡単になる（巻尺や計測機器を用いて測ることはない）
□出来形管理書類や検査書類の量が減る（確認作業が楽になる）
□検査時のミスが減る（目視での確認ではなくデータに基づいた客観的なチェックが可能）
□不正防止につながる（施工データが記録されるため、出来形のごまかしが難しくなる）

□過去の工事データを簡単に検索できる（数年後でも工事内容をすぐに把握できる）
□大容量のデータが保存できる（3次元データであっても問題なく保存できる）
□維持管理業務の負担を減らせる（修繕や点検の際に活用できるため、現場確認の手間を減らせる）
□業務の引継ぎが楽になる（3次元データを使うことで新任の職員でも工事内容が把握しやすい）

22



課題❸発注者にとっての大きなメリット（総括）

23

❶現場に行く回数が減る
 → 効率的に業務ができ、負担が軽減される。

❷検査や確認が楽になる
 → 書類作成や測定の手間が大幅に削減。

❸ミスやトラブルが減る
 → 設計ミスや施工のやり直しが少なくなり、ストレスが減る。

❹他部署や関係者との調整が楽になる
 → 3Dデータを使った説明ができ、意思疎通がスムーズに。

❺将来の業務が楽になる
 → データが資産として蓄積され、維持管理や次の工事に活用できる。

ICT活用工事を推進すれば、発注者個人の業務負担が減るだけでなく、
働き方改革にもつながるので、積極的に導入を進めるメリットは超絶に大きい！



24

補助制度について

○先進的に取組んでいる建設会社への聞き取りでは、「初期コストがかかっ
たとしてもすぐに利益が出るようになる」という意見が大半を占める

○補助制度を導入することで、利益が出にくい取組と間違ったメッセージを
送ることになる。

○全国的にみても、取組が進んでいる都道府県は補助制度を導入していない。

○山口県は誰もがICTの恩恵を受けられるように、現場に寄
り添い山口県の建設現場に合った取組を進める。

○制度の構築、身の丈に合った体験型セミナーの開催、SNS
発信、市町支援、等の多面的な現場主導の取組みにより
ICT推進の後押しをする。

令和7年10月時点で補助制度を導入している都道府県



ICT技術を導入することで、現況測量が省略（写真不要）でき
約1/7の労力になると言われています

現況測量

25

土木や建築の工事の前段階に、現況を確認するために測量すること

■河川堆積土砂撤去工事においては、発注図面が存在しないことが
多く工事の最初に現況横断測量を行う必要があります。

■従来の現況横断測量では、横断形状の観測のため写真撮影を行う
必要があり、非常に手間がかかっていました。

■ICT活用工事では、トータルステーション(TS)等による座標計測
による横断測量を行うため、「現況横断測量」の写真が不要にな
ります。（発注者による現況確認もTSで行います）

■従来4～5名で1～2日必要だった「現況横断観測」がICT活用工
事では1名で1時間程度で完了します。

■このため、起工測量をしなくてもICT建機を使用しなくても大幅
な効率化が図れます。



ICT技術を導入することで、丁張作業が省略でき、約1/3の労力になると言われています

丁張り

26

土木や建築の工事の前段階に、木の杭や水糸を用いて施工の基準となる仮設物を造る作業のこと

©鳥取県測量ポイントを視準しています 距離を測るためのプリズムを支えて
います

丁張の杭を打ち込みます
2人で協力しながら作業します

杭を打つ手に力が入ります

水準測量の様子です
杭の標高を測定します

丁張杭の高さとセンターからの距離
を確認しています

施設の肩（角）位置を確認していま
す

丁張設置完了です



ICT技術を導入することで、出来形計測が省略でき約1/3の労力になると言われています

出来形計測

27

丁張版からの下がり等、出来形を計測すること

■従来の出来形管理では丁張板からの下がり計測のため出来形写真
が必要でした。

■このため、事前に丁張板の設置や写真撮影の手間がかかっていま
した。

■ICT活用工事での出来形管理は3次元点群データを利用しない場合、
TS出来形による断面管理となります。

■TS出来形では従来同様の測点での高さ管理となりますが、TSに
よる座標計測となるため、出来形管理写真が不要になります。
（発注者による出来形確認もTSで行います）

■このため、丁張板の設置等も不要になり、従来方法に比べて大幅
な効率化が図れます。



建設維新ICT3.0～10の取り組み～

・ICT活用工事に取り組むことが原則 ・3次元設計データ作成外注不可。
・発注者の負担で取組みを全面的にサポート

①３次元
測量

②３次元設計
データ作成

（内製での実施）

③ICT
施工

④出来形
管理

⑤３次元
データ納品

・ICT建機を使うことがICT活用
工事ではないこと、ICTの活用
は現場の規模を問わないという
メッセージを出すため、土量や
金額による制限は設けない方針

■発注者指定型の対象
・3次元データが準備されている工事

（全ての工種を対象）
・河川体積土砂撤去工事（ICT土工）
・路盤工事（ICT舗装工）

※TSによる出来形管理も可！

・令和6年度は40以上のイベント
・参加者はのべ2,000人以上！
・令和7年度国土交通白書に掲載さ

れた を使って拡散！

・より小規模現場でするICT活用工
事について学び、内製化を促進す
るためのセミナーにアップデート

・熟練度に応じた体験会を開催
・これまで30回以上の開催
・のべ1,000人以上が参加

はじめ ホンキ 極み

・人口5万人規模の下松市が発注する
現場を対象に支援を実施

・3次元設計データ作成や、3次元点
群データ利活用について、受発注者
が一体となって学ぶ

・令和7年度は光市と周南市でも実施

・発注者自身も最近の動向や監
督・検査業務における実施内容
を学ぶ必要あり

・3次元データを身近に感じても
らうためのイベントも開催

・建設現場の生産性向上には、ICT
の活用に加え、書類のスリム化や
各種雑務の効率化といった現場支
援の取り組みも不可欠

・建設産業の魅力や取組みに関心を
持ってもらい、理解や信頼の向上、
将来の担い手確保につなげるために、
SNSを活用した情報発信を実施

・令和7年5月にフォロワー数2000超

AR技術を使って
現場のイメージを共有

学んだ知識を生かして
小学生向けイベントを開催

県・市町の職員が
200名以上参加

・多くの経営者に建設業界の課題やICT活用の必要性を届けるため、同じ
立場の経営者が中心となって語る動画を制作

シリーズ再生数
30万回以上

❶内製化支援プロジェクト～私たちはできる型～

❷発注者指定型の導入と拡大

❸建設現場の生産性爆上げイベント

❹建設維新ICTセミナーのアップデート

❺”はじめ””ホンキ””極み”体験会

❻建設維新ICT支援プロジェクト

❼建設維新ICT勉強会

❽建設維新ICT動画の公開

❾建設維新スリム化セミナー

❿SNSによる情報発信

28



❶内製化支援プロジェクト～私たちはできる型～

私たちはできる型Ⅱ

・②④⑤においてICTを活用することを原則とする。
・３次元設計データ作成は外注を不可とする。
・発注者の負担によるサポートを行う。

①３次
元測量

②３次元設計
データ作成

（内製での実施）

③ICT
施工

④出来形
管理

⑤３次元
データ納品

私たちはできる型

・全ての工程においてICTを活用することを原則とする。
・３次元設計データ作成は外注を不可とする。
・発注者の負担によるサポートを行う。

①３次
元測量

②３次元設計
データ作成

（内製での実施）

③ICT
施工

④出来形
管理

⑤３次元
データ納品

私たちはできる型Ⅲ

・②④⑤においてICTを活用することを原則とする。
・④はTSを用いた出来形管理とする
・３次元設計データ作成は外注を不可とする。
・発注者の負担によるサポートを行う。

①３次
元測量

②３次元設計
データ作成

（内製での実施）

③ICT
施工

④TSを用
いた出来
形管理

⑤３次元
データ納品

29
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令和5年度 主要県道柳井上関線 道路改良（総合交付金・特・広域）工事 第3工区

発注者 柳井土木事務所

業者名 スギモト建設（株）

工種 道路土工（主に掘削工）

【３次元設計データの活用概要】
「わたしたちはできる型」により ICT 活用
工事を受注した。作成した3次元設計デー
タは、まず3次元起工測量における面的な
土量計算に活用しており、今後はICT 建
機の施工データ や3次元出来形管理 に
も活用していく予定です。対象現場は、道
路土工の暫定ラインにおける掘削工事で
す。発注図に示された 平面図・縦断図・横
断図の暫定ライン情報 を基に、3次元設
計データ作成ソフトへ入力し、モデルデー
タを作成しました。作成に要した期間は、
ソフト操作への習熟度や暫定ラインの変
更対応などの要因もあり、おおむね2～3
週間程度 を要しました。

【はじめてのデータ作成した施工者の感想】
・会社および工事担当者ともに、これまで３次元
設計データの作成経験がなく、対応するソフト
ウェアも保有していなかった。そのため、導入に
あたっては IT導入補助金を活用し、経費負担を
軽減することでソフトウェアの導入が可能となっ
た。・初めての３次元設計データ作成で特に苦労
したのは、暫定断面のデータ作成である。起工測
量の結果を踏まえ、工事予算に合わせた暫定掘
削ラインを発注者と協議する場面があるが、従来
であれば図面修正と数量計算で対応できていた。
一方、３次元設計データの場合は、掘削ラインの
変更のたびにデータ全体を修正する必要があり、
想定以上の手間と時間を要した。本現場では、こ
の対応のために２度のデータ修正を行った。・今
回の作成を通じて、３次元設計データ作成の流れ
は概ね理解できた。今後はソフトウェアに慣れる
ことで、特に掘削ラインが早期に確定している場
合には、より効率的にデータ作成が進められると
感じている。

現場状況・条件 ３次元設計データの作成

道路土工
は暫定ライ
ンでの掘削

３次元起工測量
データと３次元
設計データを活
用した数量計算

❶内製化支援プロジェクト～私たちはできる型～の事例

３次元設計データの課題

①暫定ライン
の決定・変更

②３次元設計データ作
成ソフトウェアへの図

面情報等の入力

横断形状
データ掘削

の暫定ライン

横断形状
データ掘削

の暫定ライン

３次元設計データ作成では、暫定の掘削ラインなど、図面の変更が生じた場合、データを修
正する必要があります。そのため、データの修正回数が少なくなるよう、受発注者の協議等
条件を確定した上でのデータ作成が望まれます。

掘削ラインを変更する
とデータ修正が発生し
横断形状データ等を
修正する場合あり

③３次元設計データの活用
３次元土量計算、ICT建機の作
業データ、３次元出来形管理



❷発注者指定型の導入と拡大
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令和6年10月から「河川堆積土砂撤去工事（ICT土工）」「測量・設計時に3次元データを取
得・作成した工事」は発注者指定型とし、ICT活用工事はオンライン電子納品を必須にしました。

令和7年10月から「路盤工事（ICT舗装工）」を発注者指定型とする予定です。

これまでの発注者指定型

○3次元測量または3次元設計データが準備されている工事
(例)
・BIM/CIM対象事業で測量設計時に準備されている場合
・周辺工区の工事内で3次元測量を実施している場合
・周辺工区の施工履歴データ等により3次元設計データが準備されている場合

○河川堆積土砂撤去工事
ICT活用工事をすることで、最も生産性向上が図れる工種であるため

ICT建機を使うことがICT活用工事ではないこと、ICTの活用は現場の規模を問わないという
メッセージを出すため、予算規模により非効率の場合は実施しなくて良いという条件はあるものの、
土量や金額による制限は設けない方針としています。

ICT活用工事は、現場の規模を問わず、
建設現場の生産性向上や働き方改革を後押しする重要な手段です。



③ICT施工

④出来形管理

❷路盤工事（ICT舗装工）の概要

32

・下層路盤工事と上層路盤工事が対象
・②④⑤のみも可
・④についてはTSによる出来形管理も可

①３次元測量
②３次元設計
データ作成

③ICT施工 ④出来形管理
（TSによる管理も可）

⑤３次元デー
タ納品

■アスファルト舗装工のみの工事については、従来どおり受注者希望型とする〈TSによる出来形管理については推奨〉
→アスファルト舗装工の面管理による求める基準のレベルが高く、ICT技術の導入に伴うコストの増加、既存の作業方法と
の相性の悪さ、データ管理の複雑さなどから、現時点では積極的に取組むものではないと判断。

トータルステーション等

３次元設計データ搭載
データコレクタ

TS等光波方式を用いた出来形管理（断面管理）

参考：TS等光波方式を用いた出来形管理の詳細な記載箇所は下記のとおり
３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）令和７年３月版参照
■第１編総則
第１章 ３次元計測技術を用いた出来形管理の適用工種・適用範囲一覧 
第２節 舗装工における適用工種・適用範囲一覧
２－２ 断面管理の場合

■第３編出来形管理編
第２章断面管理

■技術概要集 TS等光波方式

TLSを用いた出来形管理（面管理）

地上型レーザースキャナー



❸建設現場の生産性爆上げイベント

イベント数 参加人数 内、建設会社 内、県行政エンジニア 内、市町行政エンジニア

2022年度 14回 250名 183名 51名 10名

2023年度 32回 789名 399名 177名 106名

2024年度 44回 2,048名 613名 448名 190名

2025年度 44回 1,949名 735名 519名 297名

合計 134回 5,036名 1,930名 1,195名 603名

※山口県内で実施されたICT活用工事や3次元点群データに係わるイベント ※のべ人数 ※2025年度は2025.12末現在

タイムアタック 目測 バケツアタック開会式

3Dプリンター
で作成した優勝メダル

優勝
おめでとうございます！

集合写真山陽小野田市チーム

建設維新ICT勉強会 i-Conフェア

建設維新ICT支援プロジェクト

はじめの一歩3D

建設維新
ICTセミナー3.0
カセタイシュウ編

3次元点群データ利活用体験会 33



❸令和7年度の建設現場の生産性爆上げイベント

34

ICT活用工事の内製化を促進するセミナー
No. 月日 イベント名（開催市町）

1 4/7-11 新規採用職員早期研修（萩）

2 4/15 第3回建設維新スリム化セミナー（下松）

3 4/16 第4回建設維新スリム化セミナ（美祢）

4 4/17 若手わくわく現場見学会（下松）

5 4/25 第13回山口県建設DX推進連絡協議会（山口）

6 4/30 地域レジリエンス研究センターシンポジウム（山口）

7 5/17 総合評価対策セミナー（周南）

8 5/19 第2回ふくの国3Dデータイノベーションラボ（山口）

9 5/23 第1回LiDARで現場をポケットにセミナー（下松）

10 6/3 山陽測器セミナー（周南）

11 6/4,5 専門能力課程CAD研修（山口）

12 6/10 建設産業育成支援セミナー（山口）

13 6/12 技士会総会（山口）

14 6/13 働き方改革セミナー（山口）

15 6/25 第1回建設維新ICTセミナー3.0カセタイシュウ編(下松)

16 7/8 第2回建設維新ICTセミナー3.0カセタイシュウ編(下松)

17 7/16 はじめの一歩3D（光）

18 7/18 はじめの一歩3D（周南）

19 7/24,25 専門能力課程CIM研修（山口）

20 7/28 第2回LiDARで現場をポケットにセミナー（下松）

21 7/29 第3回LiDARで現場をポケットにセミナー（山口）

22 8/1 土木工業倶楽部講習会（山口）

23 8/5 第4回実践BIM/CIMセミナー（宇部）

24 8/7 第5回建設維新スリム化セミナー（山口）

25 8/8 第6回建設維新スリム化セミナー（宇部）

26 8/18-22 山口県庁夏の就業体験（山口）

No. 月日 イベント名（開催市町）

27 8/22 チルトローテータ見学会（徳地）

28 9/3 舗装協会令和7年度技術講習会（山口）

29 9/4 i-Conフェア2025（下関）

30 9/12 未来を築く土木技術者研修（萩）

31 9/18 第1回建設維新ICT3.0勉強会（岩国）

32 9/18 第3回建設維新ICT3.0勉強会（周南）

33 9/22 第1回建設維新ICTセミナー3.0ロバミミ編（下松）

34 9/25 第3回建設維新ICTセミナー3.0カセタイシュウ編(美祢)

35 9/28 やまぐち建設フェス！2025（阿知須）

36 10/8 建設維新ICT相談会（山口）

37 10/10 第2回建設維新ICTセミナー3.0ロバミミ編（下松）

38 10/14 柳井地区技術研修会（柳井）

39 10/17 第4回点群データで現場をポケットにセミナー（下松）

40 10/24 大島地区技術研修会（周防大島）

41 10/24 測量設計業協会第15回技術講習会（山口）

42 10/27 第4回建設維新ICTセミナー3.0カセタイシュウ編(徳地)

43 11/6 第7回建設維新スリム化セミナー（周南）

44 11/6 柳井土木建築事務所CIM研修（周防大島）

45 11/7 第8回建設維新スリム化セミナー（柳井）

46 11/11 3次元点群データ利活用体験会（阿知須）

47 11/19 周南土木建築事務所工務会（周南）

48 11/26 九州・山口アセットマネジメント担当者会議（山口）

49 12/5 3次元点群データ利活用支援プロジェクト（岩国）

50 12/10 建設DXシンポジウム（周南）

51 12/17 施工管理（ICT施工）研修（下松）

52 未定 第1回建設維新ICTセミナー3.0ノリスケ編（岩国）

3次元点群データ利活用体験会



❹建設維新ICTセミナーのアップデート

35

55

2020～：建設維新ICTセミナー1.0
（中規模現場を対象）

2023～：建設維新ICTセミナー2.0
（小規模現場を対象）

2025～：建設維新ICTセミナー3.0
（もっと小規模現場を対象）

○2020年から、県内の建設会社を対象にICT活用に関するセミナーを開始
○2023年からは、「小規模土工のICT活用要領」の運用開始にあわせて、対象を小規模現場に絞った内容へとセミ

ナーをアップデート
○2025年からは、初期投資が難しい中小建設会社でも対応可能な、より小規模な現場を対象とした支援へと進化



❹建設維新ICTセミナー3.0（もっと小規模現場へ）

カセタイシュウ編
河川堆積土砂撤去工事でICTを習得しよう！

■令和6年10月から河川堆積土砂撤去工事は発注者指定型

ロバミミ編
路盤工事のICTを見て身に着けよう！

■令和7年10月から路盤工事は発注者指定型

ノリスケ編
法面工事の出来形管理をスケールなしで効率化しよう！

■令和8年10月から法面工事は発注者指定型（予定）

36

令和8年2月頃 岩国地域で開催予定



❹建設維新ICTセミナーの歴史

開催年月日 イベント名

2020.10.29 建設維新ICTセミナー1.0応用編（秋穂）

2020.11.4 建設維新ICTセミナー1.0基礎編（秋穂）

2020.11.24 建設維新ICTセミナー1.0基礎編（秋穂）

2021.8.4 建設維新ICTセミナー1.0応用編（秋穂）

2021.10.13 建設維新ICTセミナー1.0応用編（秋穂）

2021.10.14 建設維新ICTセミナー1.0基礎編（秋穂）

2021.11.5 建設維新ICTセミナー1.0基礎編（秋穂）

2022.7.27 建設維新ICTセミナー1.0応用編（秋穂）

２０２2.7.28 建設維新ICTセミナー1.0基礎編（秋穂）

2022.10.11 建設維新ICTセミナー1.0基礎編（秋穂）

2022.10.12 建設維新ICTセミナー1.0応用編（秋穂）

2023.7.18 小規模現場向け建設維新ICTセミナー2.0（柳井）

2023.10.18 小規模現場向け建設維新ICTセミナー2.0（長門）

2023.10.19 小規模現場向け建設維新ICTセミナー2.0（周南）

2023.10.20 小規模現場向け建設維新ICTセミナー2.0（宇部）

2024.8.1 小規模現場向け建設維新ICTセミナー2.0（下関）

2024.8.2 小規模現場向け建設維新ICTセミナー2.0（柳井）

2024.10.30 小規模現場向け建設維新ICTセミナー2.0（宇部）

2025.6.25 建設維新ICTセミナー3.0カセタイシュウ編（下松）

2025.7.8 建設維新ICTセミナー3.0カセタイシュウ編（下松）

2025.9.22 建設維新ICTセミナー3.0ロバミミ編（下松）

2025.9.25 建設維新ICTセミナー3.0カセタイシュウ編（美祢）

2025.10.10 建設維新ICTセミナー3.0ロバミミ編（下松）

2025.10.27 建設維新ICTセミナー3.0カセタイシュウ編（徳地）

波及しました！
2025.11.12
ICT活用工事セミナー3次元データ活用編（静岡県）2024.11.13 ©中建日報

2025.7.23 ©中建日報
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❺“はじめ”“ホンキ”“極み”の一歩体験会

38

○ICT活用工事をより身近に感じてもらうことを目的に、県内の建設会社向けの体験会を開催
○2020年から取り組みを開始し、これまでに県内各地で約30回開催、延べ1,000人以上の方々が参加
○毎年、最新の技術やニーズに応じて内容をアップデートしながら、継続的に体験会を実施している



開催年月日 イベント名

2019.3.8 はじめの一歩体験会（光）

2019.7.3 はじめの一歩体験会（下関）

2020.1.20 はじめの一歩体験会（萩）

2020.7.29 はじめの一歩体験会（柳井）

2020.7.31 はじめの一歩体験会（岩国）

2020.12.11 はじめの一歩体験会（長門）

2021.4.28 ホンキの一歩オンラインセミナー

2021.7.12 ホンキの一歩オンラインセミナー

2021.10.27 ホンキの一歩体験会（宇部）

2024.10.28 ホンキの一歩体験会（宇部）

2024.10.29 ホンキの一歩体験会（宇部）

2021.11.17 ホンキの一歩体験会（宇部）

2022.11.2 ホンキの一歩体験会（周南）

２０２３.5.１５ もっとはじめの一歩体験会（柳井）

2023.5.16 もっとはじめの一歩体験会（岩国）

2023.5.17 もっとはじめの一歩体験会（周南）

2023.5.17 もっとはじめの一歩体験会（防府）

2023.5.18 もっとはじめの一歩体験会（宇部）

2023.5.18 もっとはじめの一歩体験会（下関）

2023.5.19 もっとはじめの一歩体験会（長門）

2023.5.19 もっとはじめの一歩体験会（萩）

2023.10.24 ホンキの一歩体験会（萩）

2023.10.26 ホンキの一歩体験会（宇部）

2023.10.27 ホンキの一歩体験会（宇部）

❺“はじめ”“ホンキ”“極み”の一歩体験会の歴史

開催年月日 イベント名

2024.7.24 極みの一歩体験会～i-Conフェア2024～（宇部）

2024.7.25 極みの一歩体験会～i-Conフェア2024～（宇部）

2025.2.5 はじめの一歩３D体験会（下松）

2025.2.6 はじめの一歩３D体験会（宇部）

2025.7.16 はじめの一歩３D体験会（光）

2025.7.18 はじめの一歩３D体験会（周南）

2025.9.4 極みの一歩体験会～i-Conフェア２０２５～（下関）

2024.8.8 ©中建日報 39



❻建設維新ICT支援プロジェクト

○ICT活用工事を中小建設会社に広く普及させるためには、市町が発注する工事においても積極的な導入が不可欠
であることから、人口5万人規模の下松市が対応する小規模な工事を対象に、ICT活用工事の支援を実施した

○3次元設計データの作成や、3次元点群データの利活用について、県・下松市と建設会社が一体となって学び合い
ながら取り組み、現場でのICT技術の普及促進に努めた。

AR技術を使って現場のイメージを共有

学んだ知識を生かして
地元小学生を集めたイベントを開催 2025.2.3 ©中建日報2024.10.28 ©中建日報 2025.2.17 ©中建日報 40
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❻建設維新ICT支援プロジェクト［下松市役所編］



❻県内市町と共に取り組んだ歩み

開催年月日 イベント名

2022.11.２ ホンキの一歩体験会（周南市発注工事現場）

2024.9.10 建設維新ICT勉強会（下松市職員向け）

2024.９.１１ 建設維新ICT相談会（下松市発注工事受注業者向け）

202４.１０.２ 建設維新ICT支援プロジェクトDay1（下松市職員及び建設会社が同時に学ぶ）

2024.10.3 建設維新ICT支援プロジェクトDay2（下松市職員及び建設会社が同時に学ぶ）

202４.1１.1８ わくわく土木土木とよいっこ現場見学会（地元小学生にICT技術を披露）

202４.12.25 3次元点群データ利活用体験会at第2回UAVやまけんカップ（富士商ドーム）

202５.１.１４ 第2回建設維新スリム化セミナー（建設会社及び下松市役所職員向け）

202５.2.5 極みの一歩体験会～内製化への道３D～（下松市発注工事現場）

202５.３.３ 第1回ふくの国３Dデータイノベラボ（下松市・光市・周南市が参加）

202５.３.４ 建設維新ICT支援プロジェクトLastDay（振り返り・動画撮影）

2025.4.15 第3回建設維新スリム化セミナー（建設会社及び下松市役所職員向け）

202５.５.1９ 第2回ふくの国３Dデータイノベラボ（下松市・光市・周南市が参加）

202５.５.２３ 第1回現場をポケットにセミナー（下松市役所で開催）

202５.６.2５ 建設維新ICTセミナー３.0カセタイシュウ編（下松市管理の準用河川）

202５.７.６ 建設維新ICTセミナー3.0カセタイシュウ編（下松市管理の準用河川）

202５.７.１６ 極みの一歩体験会～内製化への道３D～（光市発注工事現場）

202５.７.１８ 極みの一歩体験会～内製化への道３D～（周南市発注工事現場）

2025.７.2８ 第2回現場をポケットにセミナー（下松市役所で開催）

2025.7.２９ 第3回現場をポケットにセミナー（山口市役所で開催）

2025.８.７ 第5回建設維新スリム化セミナー（建設会社及び山口市役所職員向け）

2025.9.25 第6回建設維新スリム化セミナー（建設会社及び宇部市役所職員向け）

2025.9.22 建設維新ICTセミナー3.0カセタイシュウ編（下松市管理の準用河川）

2025.10.10 建設維新ICTセミナー3.0ロバミミ編（下松市発注工事現場）

開催年月日 イベント名

2025.10.17 第4回現場をポケットにセミナー（下松市役所で開催）

2025.11.6 第7回建設維新スリム化セミナー（建設会社及び周南市役所職員向け）

２０２５.11.11 3次元点群データ利活用体験会at第3回UAVやまけんカップ（富士商ドーム）

2025.12.5 3次元点群データ利活用支援プロジェクト（岩国市発注工事現場）

2025.12.10 第2回建設DXシンポジウム（県内市町へのPLATEAUの普及促進イベント）

2025.12.17 令和7年度ICT施工管理研修（下松市発注工事現場で初実施）

下松市内
の受注者

最初は正直、半信半疑だった。だが、下松市職員の強い熱意に背中を押され、思い
切って取り組んでみた。結果は想像以上だった。現場は確実に楽になり、生まれた時間
で、もう一つ別の現場を動かす余裕もできた。今では近隣の業者から「教えてほしい」と
連絡が来るようになり、職員の中でも、特に若手がイキイキと、自信をもって仕事に向き
合う姿が目立つようになった。あの一歩が、現場と人の両方を変えたのだと思う。

下松市内
の受注者

家族4人で営む会社だが、父が現場で培ってきた確かなノウハウと、息子たちのデジ
タルスキルが見事にかみ合った。その結果、息子たちは自分の強みを発揮しながら、イキ
イキと会社を支えてくれる存在になっている。河川堆積土砂撤去工事では、「本当にこれ
でいいのか」と思うほど作業が楽になり、現場の負担が減っただけでなく、利益率も格
段に向上した。経験とデジタルが融合することで、小さな会社でも大きな変化を生み出
せることを実感している。

下松市内
の受注者

正直なところ、従前の工事と比べて、各種経費はかなり抑えられている。それにもかか
わらず、3次元設計データの作成費まで評価してもらえるのは、本当にありがたい。生ま
れた余力は、従業員の給与改善や、新たな設備投資にしっかり還元したい。だからこそ、
ここで立ち止まらず、次に何に挑戦すべきかを教えてほしいと思っている。

下松市では、小規模な建設DXの普及に向けて、試行錯誤を重ねながら奮闘している。
その取り組みは、着実に現場へと広がり始め、イキイキと働く職員の姿も少しずつ増え
てきた。この流れを一過性のものにせず、次の段階へとつなげていくためにも、今後も
山口県と連携しながら、共に取り組んでいきたい。下松市職員

（幹部） 42



❼建設維新ICT勉強会～私たちはできる型～

43
勉強会の様子は

こちら

○発注者自身もICT活用工事への理解を深めることが重要であることから、最近の動向や監督・検査業務における
実施内容を学ぶためのイベントを開催

○受発注者が一緒に学ぶ機会を設けることで、建設会社に対して「発注者も本気で取り組んでいる」という前向き
な姿勢を伝えることができ、大きな効果が見込まれる



❼建設維新ICT勉強会

44

開催年月日 イベント名

2020.10.10 建設維新ICT相談会（宇部）

2020.12.4 建設維新ICT相談会（防府）

2020.12.16-17 建設維新ICT相談会（岩国）

2021.2.2 建設維新ICT相談会（岩国）

2022.5.11 建設維新ICT見学会（岩国）

2022.9.18 建設維新ICT相談会（岩国）

2022.11.17 建設維新ICT相談会（周南）

2022.12.23 建設維新ICT相談会（宇部）

2023.2.14 建設維新ICT勉強会（周南）

2023.3.15 建設維新ICT相談会（美祢）

2023.3.15 建設維新ICT相談会（周南）

2023.8.29 建設維新ICT勉強会（柳井）

2023.10.16 建設維新ICT相談会（柳井）

2023.11.13 建設維新ICT相談会（宇部）

2023.11.29 建設維新ICT相談会（柳井）

2023.11.30 建設維新ICT見学会（光）

2023.12.11 建設維新ICT相談会（宇部）

2024.2.15 建設維新ICT勉強会（岩国）

2024.2.16 建設維新ICT勉強会（柳井）

2024.2.22 建設維新ICT勉強会（宇部）

2024.6.11 建設維新ICT見学会（秋穂）

2024.6.24 建設維新ICT相談会

2024.7.23 建設維新ICT見学会（和木）

2024.8.6 チルトローテータ見学会（豊北）

開催年月日 イベント名

2024.9.10 建設維新ICT勉強会（下松）

2024.9.11 建設維新ICT勉強会（防府）

2024.11.1 建設維新ICT勉強会（周南）

2024.11.20 建設維新ICT相談会（下関）

2024.12.18 建設DXシンポジウム（小郡）

2024.12.25 ３次元点群データ利活用体験会（阿知須）

2025.1.9 建設維新ICT相談会（下関）

2025.2.10 建設維新ICT見学会（周防大島）

2025.3.4 建設維新ICT相談会（下関）

2025.4.17 建設維新ICT見学会（下松）

2025.5.23 現場をポケットにセミナー（下松）

２０２５.7.28 現場をポケットにセミナー（下松）

2025.7.29 現場をポケットにセミナー（山口）

2025.8.22 チルトローテータ見学会（徳地）

2025.9.18 建設維新ICT勉強会（岩国）

2025.9.18 建設維新ICT勉強会（周南）

2025.10.8 建設維新ICT相談会（防府）

2025.10.17 現場をポケットにセミナー（下松）

2025.11.6 建設維新ICT見学会（柳井）

2025.11.11 ３次元点群データ利活用体験会（阿知須）

2025.12.10 建設DXシンポジウム（周南）



❽建設維新ICT動画の公開

45

https://youtu.be/l7TuQchK1fU https://youtu.be/rk4WxGNDpj0

DXで変わる建設現場～株式会社木村建設の取組～

周防大島という離島で活躍する建設会社の取組みを紹
介した動画です。

小規模土工でTS出来形技術やAR技術を使ってみました

下松市役所が発注した小規模現場での取り組みを紹介
した動画です。

「地方で奮闘する建設会社」

株式会社木村建設
Instagram建設維新ICT支援プロジェクトin下松

の様子はこちら

○2024年7月に、中小建設会社の経営者を対象としたセミナーを実施したが、参加者は限られており、忙しい経営
者にとって、時間を確保して会場に足を運ぶことの難しさが改めて明らかとなった

○そこで、より多くの経営者に建設業界の課題やICT活用の必要性を届けるため、同じ立場である中小建設会社の
経営者が中心となって語る動画を制作・発信する取り組みを開始



❾建設維新スリム化セミナー
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○建設現場の生産性向上には、ICTの活用やBIM/CIMの導入に加え、書類のスリム化や各種雑務の効率化といった
現場支援の取り組みも不可欠

○2024年からは「とにかく現場を楽にする！」をテーマに、書類のスリム化とあわせたセミナーをスタート
○2025年には、さらに内容をアップデートし、書類の見直しと現場支援の両面から取り組みを強化している



❾書類のスリム化もアップデート
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開催年月日 イベント名

2024.11.6 建設維新スリム化セミナー（下関）

2025.1.14 建設維新スリム化セミナー（下松）

2025.4.15 建設維新スリム化セミナー（下松）

2025.4.16 建設維新スリム化セミナー（美祢）

2025.8.7 建設維新スリム化セミナー（山口）

2025.8.8 建設維新スリム化セミナー（宇部）

2025.11.6 建設維新スリム化セミナー（周南）

2025.11.7 建設維新スリム化セミナー（柳井）

波及しました！
2025.9.25
第1回建設スリム化セミナー（静岡市）

山口県が目指すのはDX（デジタルトランスフォーメーション）

・書類の必要性そのものを見直して、提出そのものをやめる
・出来形管理にデジタル技術を用いることで工事写真を省略する
・書類作成のためだけに現場に行っていた工程を、デジタル技術の

活用で省略する

山口県が目指しているのは、「現場負担を軽減
する」といった根本的な業務の見直しです！

「単なる効率化」ではなく、「関係者全体の仕
事の質を変える」ことを目的としています。

工事書類スリム化
の手引きはこちら



❿SNSによる情報発信！
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○山口県の建設産業の魅力や取組みに関心を持ってもらい、理解や信頼の向上、そして将来の担い手確保につなげ
ることを目的に、SNSを活用した情報発信を行っている

○2017年からFacebook、2021年からInstagram、2022年からYouTubeの運用を開始
○2025年9月にはInstagramのフォロワー数が3,000人を突破



若手人材の県外流出学校で学んだことが
実際の現場で活かせるのかな？

就職した後に
働いているイメージがつかない

もっと気軽に企業の人に
質問したりできないかな？

学生が県内企業の魅力ややりがいを
十分に把握できていない

■背景・課題

■解決案

建設系高校の3年生を対象にした進路意識アンケート
Q.進路を決める際に参考にするものは?

役所
・現場見学の管理
・現場見学の企画

学生
・現場見学の参加登録
・主催側とのコミュニケーション

建設系会社
・現場見学の企画
・参加学生とのコミュニケーション

現場見学に関する情報を集約・発信
見せたい側と見たい側のマッチング

フラNavi試行版
はコチラ

❿イベントの情報発信は を活用！

令和7年度国土交通白書
に掲載されました

高専GCON2025で
優秀賞を受賞しました

インフラテクコン2025で
グランプリを受賞しました
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・現場見学の機会を多くして、学生が実際の現場に触れる機会を増やす
・学生と企業が現場見学を通じてもっとコミュニケーションが取れるような環境づくり



チルトローテータ×建設維新ICT（小規模現場の次のステージ）

チルトローテータ（tilt rotator） チルト＝傾ける ローテータ＝回転

作業ツールを左右45度の傾き、360度回転することができ、油圧ショベルを移動させずにあらゆる方向へ
の掘削・盛土・法切り作業ができる建設機械。

通常機械では届かなかった箇所の掘削が可能になり、人力での作業の削減を可能にします。

■チルトローテータの特徴
①360度回転＋45度チルト

狭い現場にも大きい機械を入れられる
②ワンタッチでワークツールの交換ができる

キャビンに乗ったまま1人で交換可能
③1台のマシンで様々な現場に合わせた作業が可能

複数台のマシンを所有しなくて良い
④安全性向上に有効

補助作業員が必要なくなる
⑤バケット規格がある程度統一

ユーザーが使いたいバケットを使える環境

施工の安全性・生産性向上

管理の安全性・生産性向上
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■建設維新ICT

×

＝ 建設現場の生産性爆上げ



3Dプリンター×建設現場＝省人化・省力化
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○コンクリート（モルタル）を材料としてノズルから吐出・積層し、構造物を作製するプリンター。
○3次元駆動機構とモルタルのミキシングポンプから成り、3次元駆動機構にはロボットアーム方式、

ガントリー方式など、様々な形式がある。

○自由な形状をその場で
造形できる

○廃材が減りエコ
○省人化、省力化
●材料に制限がある
●まだ機器コストが高い

○大量生産や規格化された
構造物に向いている

○実績が豊富
●型枠の制作・設置・解体
に手間と人手がかかる

●複雑な形状には不向き

■従来工法との違い

従来（型枠を用いた工法） 建設用3Dプリンター

■建設用3Dプリンターを用いた造形までの流れ

3D-CADツールで
設計

アルゴリズムで変換
制御指令に基づいて
材料を吐出・積層

プリンター制御データ
3次元設計情報を基に

「どのように機器を動かすか」
という制御指令を作成

3次元設計
CADツールにて

デジタル空間上で設計

アイデアや要件 造形

■山口県の憲章ができるまで



災害復旧業務の高度化・効率化

［概要］
近年、気候変動の影響により全国各地で大規模な自然災害が頻発しており、自治体にはこれまで以上

に迅速かつ的確な災害対応が求められている。従来の災害復旧業務では、現地確認、被災状況の記録、
図面作成、復旧設計、関係機関との調整といった一連の流れに多くの時間と人的負担がかかっていた。
これに対して、３次元点群データや３次元モデルを活用することで、災害復旧業務の効率化と高度化を
図ることが可能となる。
［推進計画の該当箇所］

❶-9：オンライン・3次元データ×災害査定業務 ❷-7：GIS×災害情報の共有
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山口県警は既に導入済
※より高価な地上型レー
ザースキャナを使用して
います。

スマート測量による現場DXの推進

座標付き3次元点群データ取得機器を活用し、災害時等の現場確認の記録を迅速かつ的確に実施できる体制を構築する。

（期待する効果）
・人員が限られる中でも少人数で安全に現場対応が可能
・得られた高精度な点群データは、早期復旧に向けた関係機関との情報共有や住民への説明資料としても有効
・複雑な測量作業を簡素化することで、職員の負担を軽減し、被災現場での危険な作業を最小限に抑えることができる
・さらに、復旧判断や設計検討のスピードアップにも貢献

■3次元点群データを使用することでの効果

従来 3次元点群データ 効果

後計測 測ったところのみ 計測範囲なら何度でも 再計測の回数軽減

見える化 2次元（1方向視点） 3次元（自由視点） 合意形成の迅速化

図面化 ポールを使用 データからCAD化 計測人員の省力化

■座標付きのメリット

座標なし 座標付き

空間的な位置精度 相対的な形状のみ 世界測地系の正確な座標情報がある

図面やGISとの連携
他の図面や地図データと重ねること
ができない

CAD図面やGISに重ねて利用可能

災害復旧工事 ICT活用工事には使用できない ICT活用工事に利用できる

将来の利用
断片的な記録となり、活用範囲が狭
い

デジタル台帳、維持管理計画等、
様々な分野で活用可能

山口県警職員が事故現場を
スキャンする様子（2024.11.27）

座標付きの3次元点群データを使えば、
いんふらまるごとマネジメント（ふらまる）
と連携可能！
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3次元点群データを活用した遠隔災害支援システム

©静岡県交通基盤部建設政策課未来まちづくり室
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3次元点群データを活用した施設台帳の高度化

©産業技術総合研究所

MMS等により
3次元点群データを取得

いんふらまるごと
マネジメント
（ふらまる）

総合的な分析・検討

ふらまるによりアクセスしやすい
オープンデータ化

取得した3次元点群データから画像生成AIを用いて２D図面へ変換

作成した２D図面を
機械学習AIにより施設台帳へ変換



積算業務の未来を見据えて～BIM/CIMとAIが切り開く可能性～
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3次元点群データ利活用セミナーin山口大学
○積算業務の実態は「精度の高い数字をどれだけ予測できるか」という、いわば数字当てゲーム
○建設会社の技術力を正当に評価できる仕組みにはなっておらず、何かを生み出すものではない
○そこで今、注目されているのが BIM/CIMモデルとAIの活用です！

設計段階で作成される3次元モデルに数量情報や属性情報を持たせ、それをAIと連携することで、積算作業を半自動化するとい
う構想を持って準備しています。

このアプローチが実現すれば、私たちの積算業務は大幅に効率化されるだけでなく、設計・施工の一体的なマネジメントにもつ
ながり、本来の「技術評価」と「品質確保」にリソースを集中させることが可能になります。

もちろん、これは一朝一夕に実現できるものではありません。しかし、今このタイミングでBIM/CIMに積極的に取り組み、経
験を蓄積していくことが、将来の積算業務改革への第一歩となるのです。

単なる「新しい技術」ではなく、これまで私たちが感じてきた現場の非効率さを根本から変える力を持った仕組みとして、
BIM/CIMを捉え直し、現場からの実践と提案を重ねていきましょう。未来の公共工事は、もっと簡潔で、もっと創造的なものに
できるはずです。



本当に必要なのは「人の群マネ」

DXは、単なるデジタル技術の導入を指すものではありません。
どれほど優れたツールを導入しても、人が動かなければ、現場は何も変わりません。
行政におけるDXを前に進める本質は、技術そのものではなく、関係者をどう動かし、どうつなげ、どう後押しする
かという「人の群マネ」にあります。
私たち行政エンジニアに求められているのは、自らが何かを成し遂げることではなく、誰かが一歩を踏み出し、誰
かが挑戦し、それがやがて群として前に進んでいく環境を整えることです。
そのため、まず実施するのは「費用の積上げ」でも「補助金の導入」ではなく「人の群マネ」です。

群マネ（持続可能な地域インフラ）

人の群マネ（技術者の連携と成長）

国土交通省が公表する「人の群マネ」の定義
『人の群マネ』とは、『広域・複数・多分野のインフラを「群」として捉えマネジメントする「地域インフラ群再生戦略マネジメント」（群マネ）を進める上で、
技術職員も「群」となって広域的に連携し、インフラのメンテナンスに関わるという考え方』
参照：国民とともに守る基礎インフラ上下水道のあり方～安全性確保を最優先する管路マネジメントの実現に向けて～令和7年5月28日下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた対策検討委員会

群マネの手引きVer.1 P54

一般社団法人
行政エンジニア支援機構

そらゑ
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ラーメンが食べたいなら「ラーメンが食べたい」と言おう

（とりあえず聞かれたので）

お腹すきました！
（ワガママ言うと後々

面倒臭そうなので・・・）

何でも良いです！

お腹すいてるんだよね?
何か食べたいものある?

ラーメン食べたいなー
でも、ラーメンが食べた
いって言うの恥ずかしい

うーん何が食べた
いかをリサーチする
のは面倒くさいなー
どーせ、美味しいも
のを用意しておけば
満足するでしょー

はい、世界の美味を
準備しましたー

えっ、何コレ
食べ方

分からない

ありがとうございます
めっちゃ美味しそう！

いやー、
良い事したなー。
みんなも喜んで
いるんだろなー。

食べ方分からないから
一口食べて捨てよーっと

数年後

またお腹すいたの？
じゃあ今度はコレ
（この前、美味しいって
言ってくれてたし）

また、これか…
もう、お腹すいたって

言うのやめよう

今度こそラーメンが
食べたい！

ありがとうございます
美味しくいただきます！

うーん、
なかなか自立してくれ

ないなー
かと言って、なぜ自立
しないかを調べるのは

面倒だしなー
とりあえず美味しいモ

ノ送っておこう

いつまでたってもラーメンは食べられません 58

一般社団法人
行政エンジニア支援機構

そらゑ



ホントのラーメンの話

下松ラーメン宇部ラーメン

個人的に一番おいしいと思うラーメン

米蔵（山口市）
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コラム❶：若者は本当にデジタルに強い?

60

スマホやタブレットには超強い！

若者は主にスマホを通じて情報収集やコミュニケーションを行っており、スマホやタブレットの操作に長けて
います！

しかし、それ以外のデジタルデバイスに対する知識や意識は「おじさん」「おばさん」と変わりません！

若者の中でもデジタルデバイドがおきている！

PCを使いこなすスキルは「おじさん」「おばさん」と同じように、人によって異なります。
ひとまとめに、「若者＝デジタルに強い」と決めつけることは、「おじさん＝臭い」と決めつけるのと同じく

らいピントがずれています。

20歳以下のインターネット利用環境実態調査
スマートフォン 70.1%
ノートパソコン 22.4%
デスクトップPC 8.4%

小学生でのプログラミング授業が必須になったのは2020年
デジタルネイティブと言えるのは10代以下?

山口県庁のTeams利用状況

部長級：93.7% 課長級：90.2% 主査級：90.2% 主任級：83.6% 主事級：85.7%

（山口県庁調べ）

60歳 20歳40歳



コラム❷：やらない理由を探すことが上手くなると、成長はとまる

できない理由を探したくなる気持ちは分かります。
頑張ってる人や、チャレンジしている人の発信を見ると、あら探しをしたくなる気持ちは分かります。
けど、あらを探し、できない理由を探して、自分自身、そして山口県が良くなることなんてありません。
どんなチャレンジも、できない理由を探せば見つかります。
誰かの成功例を見て、自分にはできないって思ったのなら、自分ならどうやったらできるのかを考えましょう。
発信者のあらが見えたのなら、どんな方法なら成功するのか、自分なりに考えてみてください。
そして、それを実行してみましょう。
そうすれば、自分の人生も山口県も良くなるはず。
他人の発信にケチをつけたところで、あなたの人生は何も変わりません。
あらがある発信でも、しっかりと見れば、何か自分に役に立つ情報があるかもしれません。
そうやって、仕事をする方が、幸せになれそうだし、仕事自体も楽しそうじゃないですか？
できない理由を言いそうになったら、自分に合ったやり方を探しましょう！
私たちの人生に他人を批判しているような時間はありません。
そんな時間、無駄でしかないですよ！
どんなチャレンジでも、真剣に考えればできない理由なんて、いくらでも出てきます。
コンビニに歩いて行こうと言うチャレンジでさえ、雨が降るかも、車にひかれるかも、
お金が足りないかもしれないとできない理由を述べることができてしまいます。
けど、そんなこと言っていても、人生楽しくないですよね。
できない理由ばかりを探すのではなく、自分ならどうやったらできる方法があるのか、
それを探すようにしていきましょう。
今、私たちは、いろんな働き方をすることができます。
その働き方をうまく自分なりに組み合わせて、幸せな働き方を作り上げましょう！！

で
き
な
い

理
由
を
探
す
な
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少子高齢化による若年労働者の減少や、建設業に対する関心の低下など、
「人手不足」は建設業界にとって大きな課題となっています。
しかし、その背景にはもう一つの要因があるかもしれません。
それは、建設系学科での教育内容が、現場のニーズや実情と必ずしも一致していないと
いう点です。

例えば、civil engineering（人のための工学）という本来の意味に照らしてみると、構造
力学や製図といった“正解がある技術”を学ぶ一方で、人との関わりに関する心理学やコ
ミュニケーションスキルなど“人間に寄り添う学び”が十分に取り入れられていないケース
もあります。
かつては「何もない場所に新しいインフラをつくる」ことが中心でしたが、今は「あるものを
どう活かし、誰もが納得できるかたちに整えていく」ことが重視されています。そうした時代
に求められる学びこそが、civil engineering本来の姿と言えるのではないでしょうか。

また、現場ではICTや3D技術など新たな技術の導入が進んでいますが、教育現場では
今なお従来の技術や理論に重点が置かれることが多く、実践的なスキルや現場感覚に触
れる機会が十分でないという声もあります。
こうした教育と現場とのギャップは、結果として他分野からの人材の参入を促す一因にも
なっています。

今、建設業界が本当に求めているのは、土木に関する基本的な理解を持ちつつ、人と人と
のつながりを大切にし、対話を通じて前に進める力を持った人材です。
時代の変化に合わせた新たな学びのかたちが、未来の建設業界をより魅力的にしていく
鍵になるかもしれません。

コラム❸「人のための工学」、人に寄り添えていますか？
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やまぐちの橋
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CONTACT

担当：山口県 土木建築部 技術管理課 建設DX推進班

TEL：083-933-3640

Mail：a18000@pref.yamaguchi.lg.jp

山口県土木建築部は、社会情勢の変化や技術開発の進展等を踏まえ、常にアップデートを行い、
「県民の安心・安全で豊かな生活」の実現に向けて積極的にチャレンジします。

※山口県土木建築部は基本姿勢である「失敗を恐れない」に基づきチャレンジをしますが、失敗することもあります。失敗を見つけたら教えてください。随時軌道修正します。
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